
B －22　 バイアステープに関する研究（第１報）

のびと幅について

都立立川短大　　 石毛フミ子

○岡田　陽子

1.　パイアステープはえりぐり, そでぐ'0, その他縫

いしろの始末に用いられることが多い。バイアステープ

ののびが足りないために，つれたり，また逆にのばしす

ぎたために，幅が不平均になったりすることがある。そ

こでバイアステープののびと幅の関係について実験をお

こなった。

2.　実験材料　木綿，絹，キュプラ，アセテートなど

10種および市販品のテープ４種　計14種類

実験項目

①　各種試料の破断仲度

③　各試長の30～25% まで のばし10 分間放置後ののび

と回復状態

③　各試長の30～25% まで のばし,  1 時 間放置後のの

びと回復状態

④　各試長の30 ～25% まで のばし，アイロンかけ後の

のびと回復状態

⑤　各試料に水気をあたえ試長の30～25% まで のばし

アイロンかけ後ののびと回復状態

3.　③は⑧にくらべ，のびの約15% 内 外回復が悪かっ

た。

④と③は回復率には大差なかった。

⑤は各試料ともほとんど回復が認められなかった。

幅はのび状態によりもとの幅の50～70% 程度 であった。


